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次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
　
20
人
が
一
般
質
問
　
市
政
の
〝
そ
こ
〞
を
問
う
！

次
の
ペ
ー
ジ
は

問
　
令
和
７
年
８
月
８
日
に

発
生
し
た
豪
雨
災
害
で
決
壊

し
た
市
道
郡
田
線
の
早
期
復

旧
を
求
め
る
が
、
今
後
の
市

の
対
応
は
ど
う
か
。

答　

記
録
的
な
豪
雨
に
よ

り
、
床
上
・
床
下
浸
水
、
道

路
冠
水
、
崖
崩
れ
な
ど
多
く

の
被
害
が
発
生
し
た
。
二
級

河
川
郡
田
川
に
隣
接
す
る
市

道
郡
田
線
で
は
、
道
路
構
造

が
ぜ
い
弱
な
状
態
に
あ
り
、

迂
回
路
を
確
保
し
た
上
で
通

行
止
め
と
し
て
い
る
。

　

復
旧
に
つ
い
て
は
河
川
管

理
者
で
あ
る
県
が
堤
防
等
の

復
旧
を
行
い
、
そ
の
後
、
市

が
市
道
の
復
旧
を
行
う
計
画

で
あ
る
。

　

県
で
は
災
害
査
定
を
終

え
、
河
川
の
復
旧
工
事
を
12

月
17
日
に
開
札
予
定
で
あ

る
。
県
に
早
期
完
成
を
要
望

し
、
今
後
も
県
と
連
携
し
、

市 民 の 声 を 市 政 に

一般
質問

霧島市議会中継 検索

一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市の考えを問うも

のです。掲載内容は、各議員本人が質問と答弁を要約したも

ので、すべての質問と答弁は、市議会ホームページの録画中

継やYouTubeで視聴できます。

20人がより良い市政を目指して

二次元コードを、スマートフォンのQRコードリーダーで読み取ることで、一般質問の

録画中継がYouTubeでご覧いただけます。

※一般質問は12月16日から19日に行いました。

早
期
復
旧
に
努
め
て
い
く
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
８
月
の
集
中
豪
雨
は
、

市
が
進
め
る
「
雨
水
管
理
総

合
計
画
」
に
よ
る
浸
水
対
策

事
業
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ

る
被
害
で
あ
っ
た
。
現
計
画

を
前
倒
し
し
た
事
業
の
完
成

と
、
新
た
な
調
整
池
整
備
、

排
水
ポ
ン
プ
場
の
増
設
、
移

動
式
ポ
ン
プ
対
策
な
ど
、
ど

の
よ
う
に
議
論
し
、
令
和
８

年
度
事
業
に
活
か
す
の
か
。

答　

記
録
的
な
大
雨
に
よ
る

浸
水
被
害
を
受
け
、
浸
水
対

策
事
業
の
一
層
の
加
速
と
見

直
し
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
以
上
に
早
急
な
整
備
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
国
や
県

と
情
報
を
共
有
し
、
事
業
の

前
倒
し
等
を
協
議
し
て
い

る
。

水
道
料
金
値
上
げ
計
画
は

中
止
を

問　

国
は
、
物
価
高
騰
対
策

交
付
金
で
電
気
や
ガ
ス
、
水

道
を
補
助
し
、
市
民
生
活
へ

の
影
響
を
緩
和
で
き
る
と
し

て
い
る
。
物
価
高
騰
で
市
民

生
活
が
苦
し
い
中
、
２
０
２

６
年
度
か
ら
５
年
間
で
水
道

料
金
60
％
の
値
上
げ
計
画
の

見
直
し
と
中
止
を
求
め
る
が

ど
う
か
。

答　

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
耐

震
化
、
老
朽
化
へ
の
対
応
や

新
た
な
水
道
料
金
の
見
直
し

な
ど
経
営
基
盤
を
強
化
し
、

将
来
に
わ
た
り
良
質
で
安
定

的
な
水
を
確
保
で
き
る
よ
う

新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
施
策
を

着
実
に
推
進
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

２
０
２
６
年
度
予
算

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

川
窪
　
幸
治 

議
員

か
わ 

く
ぼ

こ
う  

じ

み
や 

う
ち

ひ
ろ
し

宮
内
　
　
博 

議
員

決壊直後の市道郡田線

その議案・陳情に私は賛成 私は反対
令和７年　第４回霧島市議会定例会 賛否が分かれた事件のみ掲載しています。

議長職は表決に参加しない

陳情審査報告 陳情書４件について、本会議での審議結果を掲載しています。
審議された結果は、提出者へ通知いたします。

陳情

第10号

庁舎内における政党機関紙勧誘に伴う「心理的圧力」の調査結果を踏まえ、議員による

勧誘禁止の確認と職員を心理的圧力から保護する為の措置を求める陳情

霧島市国分清水　中川 一江

姶良郡湧水町米永　

鹿児島を明るくする会　 代表 鴨野 元一

不
採
択

１．ハラスメント防止の観点から、庁舎内における議員による政党機関紙の勧誘行為を禁止する旨を、改めて明確に確認し、徹底してください。

２．心理的圧力を受けた結果、現在も購読を継続している職員への救済措置として、現行の契約を一旦すべて中止し、継続を希望する職員

には改めて自発的意思に基づいて申し込む手続きを検討してください。

３．職員が自発的に購読することは自由ですが、庁舎内の政治的中立性に疑念を生じさせないため、配達・集金を伴わない電子版購読、ま

たは自宅への配達とする方法に切り替えられるよう努めてください。

陳情

第11号

「重点支援地方交付金」を活用した水道料金値上げ計画の中止と料金免税に関する陳情 霧島市隼人町内　平田 優
継
続
審
査

１．政府の「重点支援地方交付金」を最大限に活用し、2026年度に計画されている水道料金の値上げ計画を直ちに中止または撤回すること。

２．同交付金の推奨事業である「水道料金の減免」を速やかに実施し、物価高騰の影響を受ける市民の家計負担を直接的に軽減すること。

３．上記の交付金活用策と水道事業の今後の経営努力(コスト削減、新たな収入確保策等)の進捗状況を市民に具体的に公表すること。

陳情

第12号

「重点支援地方交付金」を活用した国民健康保険税の引き下げ・減免を求める陳情
霧島市国分中央

霧島市社会保障推進協議会 　会長 原口 兼明

不
採
択

１．「重点支援地方交付金」を最大限に活用し、国民健康保険税の負担軽減に充てる財源を速やかに確保すること。

２．確保した財源を活用し、低所得者層(現行の7割・5割軽減対象世帯など)を対象とした国保税の均等割・平等割の市独自の更なる引き下

げまたは減免措置を速やかに実施すること。

３．特に負担の大きい均等割について、未就学児軽減(２分の１)の更なる拡充など、子育て世帯の負担軽減策を強化すること。

陳情

第13号

「重点支援地方交付金」を活用した介護保険料の引き下げ・減免を求める陳情
霧島市国分中央

霧島市社会保障推進協議会 　会長 原口 兼明

不
採
択

１．「重点支援地方交付金」を最大限に活用し、介護保険料の負担軽減に充てる財源を速やかに確保すること。

２．確保した財源を活用し、特に低所得者層(現行の第１段階から第３段階など、住民税非課税世帯)を対象とした介護保険料の市独自の減

免制度を新設または拡充し、更なる負担軽減を図ること。

３．低所得者の保険料軽減策について、国による軽減策が縮小・終了した場合でも、市の財源による安定的な支援を継続するための制度設

計を検討すること。

第 回51募

集

日頃の活動で感じていることや身近な問題
など、各団体が決めたテーマで意見交換を
行います。

対　　象 市内で活動する団体や市民グループ
時　　間 １時間30分程度
募集期限 令和８年３月23日 （月）

5/ 火12 木14～
のいずれかの日子どもの課題を

語ろう

5/ 火12
総務環境常任委員会

これからの防災を
語ろう

18：00 ～
　　19：30 5/ 水13

文教厚生常任委員会

19：00 ～
　　20：30 5/ 木14

産業建設常任委員会

地域農業の魅力を
語ろう

19：00 ～
　　20：30

団体公募型それぞれの委員会が設定したテーマで、意見交換を行います。
対象　市内に在住か通勤・通学する個人
会場　市役所議会棟３階　　募集期限　令和８年５月１日（金）

すべての子どもが学べる
 多様な学びのカタチ

問い合わせ、申込み 議会事務局

状況によっては開催を中止する場合があります。

gikai@city-kirishima.jp
64-0922
0995 0995

64-0923
FAX

委員会テーマ型

開 催 日

開催日時・テーマ


